
明
治
日
本
、
民
間
外
交
の
草
分
け
達

松
下　

滋
（
東
京
）

　

い
ま
、
国
家
間
の
問
題
は
、
政
府
や
外
交
専
門
家

同
士
の
対
応
だ
け
で
は
と
て
も
収
ま
ら
な
い
。
交
通

通
信
網
が
発
達
し
た
だ
け
で
な
く
情
報
化
が
加
速
、

人
々
の
隅
々
に
ま
で
知
識
が
行
き
渡
る
よ
う
に
な
っ

た
結
果
、
世
論
の
持
つ
力
が
著
し
く
拡
大
し
た
。
世

論
が
、
国
家
間
の
対
立
を
煽
っ
た
り
、
融
和
を
促
し

た
り
す
る
。
令
和
日
本
、
外
交
・
経
済
に
及
ぼ
す
世

論
の
影
響
は
大
き
い
。
民
間
外
交
の
出
番
で
あ
る
。

明
治
の
先
人
を
例
示
す
れ
ば
、

　
　

渋
沢
栄
一
（
実
業
家
）　

１
９
０
９
年

渡
米
実
業
団　

米
国
各
界
と
交
流

　

米
国
世
論
は
、
日
露
戦
争
後
、
新
興
勢
力
日
本
に

脅
威
を
感
じ
る
よ
う
に
な
る
。
開
国
以
来
の
友
好
関

係
が
一
転
、
対
立
関
係
に
。
小
村
外
相
か
ら
の
要
請

も
あ
り
、
政
治
と
大
衆
の
中
間
に
位
置
す
る
実
業
人

と
し
て
、
民
間
外
交
に
乗
り
出
す
。　

歳
（
明
治　

６９

４２

年
）
の
時
、
総
勢　

人
を
引
き
連
れ
、
８
月
か
ら　

５１

１２

月
に
か
け
て
、　

都
市
を
訪
問
。
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー

５３

宅
、
タ
フ
ト
大
統
領
、
エ
ジ
ソ
ン
、
ハ
ー
バ
ー
ド
は

じ
め
主
要
大
学
、
教
会
、
福
祉
施
設
な
ど
を
訪
ね
、

反
日
感
情
を
和
ら
げ
る
民
間
外
交
を
展
開
し
た
。
加

２００

会

員

の

広

場

会

員

の

広

場

州
に
お
け
る
排
日
土
地
法
、
排
日
移
民
法
の
成
立
は

阻
止
で
き
な
か
っ
た
が
、　

歳
ま
で
船
旅
で
足
を
運

８１

び
、
日
米
の
友
好
回
復
に
尽
し
た
。

　
　

三
島
弥
太
郎
（
知
識
人
）　

１
８
８
８
年

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
農
科
大
学　

問
題
提
起

　

父
は
薩
摩
藩
士
三
島
通
庸
。
札
幌
農
学
校
ク
ラ
ー

ク
博
士
ゆ
か
り
の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
農
科
大
学
卒

業
試
験
で
最
高
位
の
成
績
。
グ
リ
ー
ン
ネ
ル
金
牌
を

受
け
て
行
っ
た
卒
業
演
説
の
タ
イ
ト
ル
は
「
日
本
に

公
正
を
」。「
開
国
日
本
は
、
治
外
法
権
を
外
国
に
与

え
、
関
税
賦
課
権
を
放
棄
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

正
義
は
何
処
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
」。
地
元
紙

は
「
愛
国
心
溢
れ
る
演
説
、
状
況
を
鮮
や
か
に
解
明
、

明
快
で
説
得
力
あ
る
英
語
力
」
と
全
文
を
掲
載
し
た

（
不
平
等
条
約
の
解
消
は　

年
後
）。
国
益
の
た
め
に
、

２３

記
録
に
残
る
オ
ピ
ニ
オ
ン
を
発
信
し
た
。
横
浜
正
金

銀
行
頭
取
、
日
銀
総
裁
を
歴
任
。
現
職
の
ま
ま
他
界

し
た
唯
一
の
総
裁
。

　
　

三
島
弥
彦
（
ア
ス
リ
ー
ト
）　

１
９
１
２
年

五
輪
初
参
加　

ス
ポ
ー
ツ
国
際
化

　

弥
太
郎
の
弟
で
マ
ラ
ソ
ン
の
金
栗
四
三
と
共
に
、

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
の
第
五
回
五
輪
に
参
加
し
た
。

１
０
０
ｍ
・
２
０
０
ｍ
走
と
も
予
選
落
ち
。
４
０
０

ｍ
走
準
決
勝
は
怪
我
で
棄
権
。
１
０
０
ｍ
予
選
、
ト

ッ
プ
の
米
国
選
手　

秒
５
分
の
３
に
対
し
、　

秒
５

１０

１１

分
の
４
。
成
績
は
振
る
わ
な
か
っ
た
が
、
走
り
高
跳

び
の
バ
ー
、
槍
投
げ
の
槍
、
円
盤
投
げ
の
円
盤
を
持

ち
帰
り
、
順
位
だ
け
を
競
っ
て
い
た
ト
ラ
ッ
ク
競
技

を
、
記
録
重
視
の
「
レ
ー
ス
」
に
近
代
化
。
わ
が
国

ス
ポ
ー
ツ
国
際
化
の
道
を
切
り
開
い
た
。
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